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スタッフ
病院機能評価
　36年間勤務していただいた船越前薬剤部長が
退職され，代わりに4，月より藤沢が科長兼務で薬
剤部長に昇格した．薬剤師7名と薬剤補7名（午
前，午後1吟ずつのパートを含む）のスタッフで
業務を行っている．昨年7月からの宿直業務開始
による1名，及び退職者欠員の2名，計3名の薬
剤師を募集しているが，地域性，民間との給与格
差，薬学部6年生移行への影響等を受け，1名も
応募が無い状態が続いている．
　11月の病院機能評価受審（Ver．6）に向
け，前回審査時の各種マニュアルを改訂，新規の
マニュアル作成，及び審査対象項目に早くから準
備を始めた．新たな審査項目に重点を置き，不明
な点は他の対審した病院を参考にしながら開始し
た．この1年間は，機能評価受審の準備に追われ
る様な年だったが，薬剤部員及び関係部署の協力
により，無事終える事ができた．
業務内容 薬剤部からの院内研修
1月～12月迄の業務実績
　入院処方せん枚数は，29，386枚で4Eか
らのDPC導入により，前年比12．1％減少し
た．薬剤管理指導業務は，380点が735件，
325点が706件の計1，441件（同72．
5％減）．末梢輸液混合業務は，5，852件（同
2．2％減）．無菌製斉1」処理業務（IVH）は，
1，350件（同16．3％減）．抗悪性腫瘍剤
調製は，外来で膀胱内注入の84件を含め738
件（同59％増）．入院は277件（同33％減）
であった．宿直業務は，4月より名寄薬剤師会に
依頼し，月に4日～5日程御協力を得ている．宿直
時の外来処方せんは3，647枚（1日平均10
枚），入院処方せんは1，941枚（1日平均5．
3枚），20年度と21年度の7月～12月の比
較では，外来処方せんで296枚の増加，入院処
方せんで188枚の増加となっている．
後発医薬品の採用
　4月1日からのDPC導入により，3回の薬剤
委員会で，造影剤，注射用抗生剤，注射用抗悪性
腫瘍剤，高額な薬剤等を中心に医師の協力の元，
後発医薬品に切り替えていった．
　今後も，薬剤費購入削減に向けて，後発医薬品
を多く採用していく必要がある．
　4月の新規採用医師オリエンテーションは藤
沢，新人看護師研修は早崎，鴫原，6月の研修医
モーニングミニレクチャー，及び救急救命士研修
は藤沢，12月の外来看護師研修は山端が対応し
た．薬剤による医療事故を防ぐため，医薬品の安
全使用等に関しては，今まで以上に院内研修を行
う必要がある．
おわりに
　平成7年から院外処方せんを発行し，現在は，
97％が院外処方となっている．院外処方増加と
ともに薬剤管理指導業務件数も拡大してきたが，
今年は人員不足のため大幅に減少したことが悔や
まれる．DPC導入後，入院時の持参薬が多くな
り，錠剤鑑別，持参薬1包化等の保険点数請求以
外の業務も増えたが，今後，医師，看護師及び患
者さんの薬剤安全使用のため，医薬品情報の提供，
服薬指導業務の充実，件数の拡大に重点を置き，
業務を進めて行きたいと考える．
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